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児童が,「正解が 1つに決まらない」課題に遭遇 した際に,急に混乱 してしまう姿を多
く見てきた。統計的手法は,「正解が 1つに決まらない」課題に力を発揮するものであ
る。このような児童に,社会で力強く生きていける力を身につけさせるために,統計
情報を正 しく理解 し,統計を用いて課題を解決 していく力を身につけさせることが ,
これからの統計教育に求められるではないだろうか。
2013年12月 伊藤 健










うに述べている。                              ｀
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何か)」 とい う質問に対する回答の結果を示 している。
これによると,算数・数学の内容の27項目の中で,「データに基づく予測」と「統
計」について「大切である」「とくに大切な部課・部署がある」と答えた企業の割合は ,
それぞれ 94%と89%となつてお り,統計教育に関する企業の期待の高さを表 している。
|■大切でな|
| しヽ   |







































































































































































































るべ きであると提案 している (Committee of lnquiry illto the Teaching of
Mathematics in Schools, 1982; LOGSE: 1990; ‐MSEB,1990; NCTM,1989;
NCTM,2000)。この領域において重要な,特定の数学的概念 と活動 とは,~デー




























































































































表やグラフな どの統計情報を用いて自分の考えをわか りやす く表現す ることや,統
計情報を適切に読み取ることが重視 されてきてお り,今回のカ リキュラムの改訂では ,
統計に関わる内容 を小学校段階か ら系統立てて指導 してい くことが意図 されている。
『 中学校学習指導要領解説 数学編』 (文部科学省,2008b)では,以下のように
社会において要求される統計的能力との関わりにおいて,統計教育の必要性とそこで
取 り扱 う内容について言及 している。
≪今回の改訂では,不確定な事象を取 り上げる新たな領域 として「D資料の活用J





した。≫ (p.37)             ,
≪急速に発展 しつつある情報化社会においては,確定的な答えを導 くことが困
難な事柄についても, 目的に応 じて資料を収集 して処理 し,その傾向を読み
























































































を指 し,その基本は学校生活や学習活動ばか りでなく, 日常生活においても,
国民誰もが知っていて使えることができなければならない ,
① 統計 と統計方法についての知識理解 と使える技能 (基礎基本)
② 統計教育の中核をなす 「とらえる一あつめる一まとめる一よみ とる一いか
す」の統計的探究プロセスで課題解決する統計的探究能力


























《① 最初,おや? あれ !と驚き,おかしいと疑間に思い,どうしようか ,
どう行動 しようか戸惑 う。そんなとき,友達や先生に聞いた り,自分で図
書館やインターネットで資料 。情報を収集 した りして,明らかにしなけれ
ばならない,また解決 しなければならない課題は何か,疑問や戸惑いの課
題を絞 り込み,解決 しなければならない課題を絞 り込みます。 (とらえる)
② そして,何を調べたら疑間の課題が明らかになるか,解決することにな
るが,調べることがら (指標,標識)を決めて, どう調べればよいかを考
え,事実 。実態を明らかにする調査 (実験観察)を行い,資料 。データを
集めます。(あつめる)





















《① 驚き,疑間を感 じ,課題を絞 り込み,課題を設定する (鋭い感性,分析
16
的)。 [とらえる]




③ 得 られたデータを正確に整理,集計をして,散らば り (変動・偶然)の
ある現象の中から安定的な傾向・規則性を算出し,導き出し,予測 し (数
理的・論理的,分析的),結果を表やグラフにまとめます。 [まとめる]



























の?人つ手は本当に8小葉なの ?」 とい う課題を設定 し,解決のために人つ手の小葉
の数を調査するとい う課題を設定することが,「とらえる」の学習活動である。
「とらえる」の活動 と関連する統計的探究マイン ドには,「鋭い感性」や 「分析的」
な見方が挙げられている。「分析的」な見方とは,問いに対するよりよい答えを得るた
めに,課題の絞 り込みや課題の設定をしようとすることである。こうしたマイン ドを






























ためには,収集 したデータを表やグラフに表現 したり,収集 したデータから平均値や



















































































































































































































図る能力である。    、
このように,木村の考える統計 リテラシーは,「よい問い」を見つける 「疑問感知






































































































































































































































































































































キルは,統計情報の受信者 として,統計情報を解釈 したり,批判的に評価 したりする
際に必要となるものだからである。











































































り少なくなると思 うかどうか ?」 とい うものであった。黒人の調査団は,質問し
たうちの 9%の人たちが「少なくなる」と答えたと報告 しているが, 自人の調査
団によると,そういう答えはたつた2%だった。











































平均は,デー タに外れ値が含まれていたり分布の形が L字型になつた りする場合












































































































































































































⑤ 得 られた結論に基づいて, どのように行動するかの意思決定を行 うこと


























































































性別 (いずれかに○) 男 。女













部 活 朝部活 21■男J 登校時刻
サ ッカー あ り 男 6:15
サッカー 'あり 男 6:20
女子バレー あ り 女 8:10
陸 上 あ り 男 8:10
無所属 な し 男 8:14















































































































































考えから,デー タをヒス トグラムに表すアイデアが生まれている。そして,デー タが























































最初,デー タ全体を分類せずにヒス トグラムに表 して,生徒の登校時間の傾向につ
いて調べようとしていた。 しかし,そのヒス トグラムを見た後,部活に所属 している
か否かで傾向に違いがあるのではないかと考え,新たにヒス トグラムを作 り直してい






















































































[図3.21(わく く算数 6年下 p.76 啓林館 )
57
はるなさんの体温





























































































その後,クラスを,病院を減 らすような主張をするためのグラフに作 りかえる (人
口の減少を強調するグラフ :以下では「減少グラフ」と呼ぶ)3つの班 (1班,2班,














略 してよいのか とルール についての質問に対 して議論 している班には 「そのアイデア










































5班 サワ :全部か くのは大変なので,70年,
85年,95年,10年で表 しま した。
6班 カナ :まず,横の単位 を, 10じゃなく

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































班活動の際に児童が作成 した個人シー ト[図3,7]から,「データの傾向を強調 したグ
ラフにかきかえる」 とい う授業のねらいが達成されていたのかについて考察する。




































ラフをかきかえることによつて,デー タの傾向を強調 して見せることができると感 じ
ていることがうかがえる。
一方,質問4に対する回答の中に,「グラフは波線をかかずに省略するのはいいの


















第 1章で述べたように, 日本での統計教育カ リキュラムは,平成 20年告示の小学
校 。中学校学習指導要領において,中学校で 「資料の活用」領域が新設 されるなど,
充実の方向へと向かつている。 しかし,海外では,かなり前から統計教育の充実に取
り組んでいる国もあり, 日本の統計教育への取 り組みの遅れが以下のように指摘 され
ている(渡辺,2013)。
≪ 日本の初等中等教育及び大学における統計教育は,20年前から問題解決力を













アメリカでは,1983年に出された政府報告書『危機に立つ国家 (A Nation tt Risk)』








に公表されたNational Council of Teachers of MathcmatiCs(全米数学教師協議会 :以降
NCTMと呼ぶ)による,Principles and Standards fol・School Mathematics(学校数学のた






































































































































































































































































。 平均,四分位間のレンジ (interquartile rangc)を含む
中心と範囲の計量を見出し,使い,解釈する。
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確率の基礎的概念を理 |。 標本空間と確率分布の概念を理解 し,簡単な場合
解 し,応用する    | に標本空間と分布を構成する。セこ保 仝 全J日J
`ガ





























録有権者の数 C 1 2 3 5 6 B
?
? 1314 1617 2C
大きさ20の無作為1票

















































































































0 27‐ 靱 )0
6.表やグラフな どにまとめられたデータから得 られる結論について話 し合 う。
予想される意見





















































A tt                 B店         ‐
日付 害の年齢 く歳)
1月上日 12 4, 3, 7`
1日 8,9,6,8,2)8,34
3日 10, 8, 7, 8, 9, 11゛・
30日 7. 9, 2, 3J 3. 8・
日付 害の年齢 (歳)
4月1日 3, 2, 14, 壼1・ウ。
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授業の考察    `
この課題では,資料 Cが小学 5年生の足のサイズを表 したグラフであることは説明
しやすい。それは,資料 Aから資料 Cの3つの資料を最小値や最大値,最頻値で比較
すると,いずれの値も資料 Cが小さいためである。 しかし,最小値や最大値で資料 A
と資料Bを比較 しても,資料 Bは資料 Aよりも最小値が小さいが,最大値は大きいた
め,いずれか一方が中学 3年生で他方が中学 1年生であるとい うことについて,説得

























































































目指すべき能力としての 「統計的リテラシニ」を,「I 統計的知識 。理解」「Ⅱ
統計的探究能力」「Ⅲ 統計的評価能力」の3つの要素からなる能力として策定し
た。
(2) 小学校算数科において 「統計的 リテラシー」の育成を図るための指導教材を











なる可能性がある。 しかし, これ らの2つの活動の関連については,十分に明らかに
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轟人□(千人)













































































































































































































うかな。す ごい減 つてる じやん
って思 うよね。
今 日は こ うい うことを してほ し















































































































































































































































































































































各シ■ 卜右上の丸数字は,何班の児童の個人シー トかを示 している。
(例 ①→1班の児童の個人シー ト)
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